
地域経済循環創造事業交付金（ローカル10000）　交付決定事業一覧（4月10日受付分） （単位：千円）

事業名 交付予定額 融資予定額 金融機関 地域課題 事業概要 新規性・モデル性・公益性

1 長崎県 大村市
松原宿を体験できる宿
～「いっぽMATSUBARA｣
プロジェクト～

8,550

8,550 親和銀行

・少子高齢化に伴う人口
減少
・空き家の増加
・人口流入の減少

・築100年の空き家を改装し、レンタ
ルスペース、飲食店舗、宿泊施設
の複合施設を整備
・これにより、宿場町の雰囲気を活
かし、地域住民が自分の得意なモ
ノやコトで「商い」をする場を創出
・レンタルスペースでのワークショッ
プや体験型コンテンツとし、街の魅
力の発信拠点とする

・レンタルスペースに宿泊施設を組み合わせることにより
新しい「商い」を始める機会を市民のみならず市外の者に
も提供し、交流人口から関係人口への流れを創出し、さら
には将来的な移住・定住へとつなげる

2 千葉県 香取市
歴史的資源を活用した佐
原の町並みウェディング
事業

50,000

75,000
25,000

京葉銀行
佐原信用金庫

・社会、自然動態の減少
に伴う人口減少
・雇用の創出
・歴史的建造物等の整
備

・歴史ある馬場酒造の未利用の酒
蔵を結婚披露宴を行えるバンケッ
ト、レストランとして利活用
・結婚披露宴で地域の農畜産品や
地酒、引き出物や装飾品の生花等
にも地域産品を使用し、地域の持
続的な発展や雇用創出を促進

・旧酒蔵活用と香取神宮をはじめとする歴史的町並みエ
リアを一体として観光客の回遊を促進
・人気の高い香取神宮での神前式と提携する披露宴対応
のレストランを整備することで、農産物、酒類の地産地消
を促進させる
・また、結婚式以降の人生の節目（アニバーサリー）での
再利用も見込まれ、街に愛着を持つリピータ－を創出す
る

3 岩手県 大船渡市

大船渡産等のナマコの機
能性成分を活用した口腔
ケア食品など多様な商品
によるナマコ産地化と観
光交流人口の拡大

25,000

25,000
気仙沼信用

金庫

・海水温上昇などによる
水産資源の減少
・漁業者の高齢化、後継
者不足

・口腔保健用ゼリーを製造し、病院
や老人介護施設において商品展
開
・従来の乾燥ナマコに加え、ナマコ
サプリメント、ナマコ石けんなど多
様な商品展開による観光誘客

・口腔ケア食品を病院、老人ホーム等へ供給することによ
り、生食、乾燥以外のナマコの安定的な需要を創出
・中国、台湾等からの旅行者にも人気の高い日本産ナマ
コを活用したナマコ関連商品（ナマコサプリメント、ナマコ
石鹸）としてブランド化し、さらなる観光誘客を促進させる

4 山形県 上山市
リカバリー温浴施設による
蔵王坊平地域経済循環創
造事業

40,000

80,000 山形銀行

・蔵王坊平の山岳観光
拠点としての衰退
・自然災害による来訪者
の減少

・医科学サポート機能を備えたリカ
バリー温浴施設を整備
・オリパラ後、ポーランド陸連を誘
致したことを契機に合宿誘致の促
進、交流人口の拡大を目指す

・東京オリパラのホストタウンとして、ポーランド陸連を誘致した
ことを契機として、医科学サポート機能を備えたリカバリー温浴
施設の整備
・既に整備済みの高地トレーニング施設との連携を行い、ス
ポーツツーリズム、ヘルスツーリズムの拠点化を図る
・上山市が進めるクアオルトとも連動した取組により交流人口
の拡大、さらなる合宿誘致を促進

5 長野県 佐久市

佐久市地域経済循環創造
事業
（体験型宿泊事業～
KURABITO　STAY～）

9,000

9,000 八十二銀行

・外国人旅行者の増加
に伴うインバウンド対応
・地域活動への参加者
減少
・古くから伝わる食文化
の継承

・古民家を改修し、2泊3日で日本酒
造り体験ができる宿泊施設を運営
・食事には地元の食材や飲食店を
用いることで近隣産業と連携

・かつて杜氏が実際に寝泊まりした酒蔵に併設された古民家を
改修し、宿泊しながら本格的な杜氏体験が可能で、単に酒蔵を
見学するツアーは実施されているが、敷地内で体験・宿泊・地
域交流が可能な例が他にないこと
・海外でも人気の高い日本酒造り体験をキーに海外からの誘
客を促進
・酒造り体験により滞在期間の長期化が期待されるところであ
り、滞在者同士のみならず、地域住民との交流（手作り朝食提
供、郷土料理体験、酒ラベルの書道体験等）の場を設けるほ
か、地元高校と連携し、インバウンド対応のための学生英語ガ
イドの養成にもつなげる。

団体名

国 費 4,275

地方費 4,275

国 費 50,000

地方費 0

国 費 16,666

地方費 8,334

国 費 9,000

地方費 0

国 費 40,000

地方費 0

参考


	４月１０日〆切分（４事業）

